
　昭和51年に山科区が東山区から分区して誕生した10月１日、東部文化会

館において「山科区制40周年記念式典」が開催されました。同式典では、区

政の発展に貢献された方々や、スポーツおよび文化活動で活躍した小・中

学生の皆様への表彰を行ったほか「中世山科の

人々の暮らし」をテーマとして、京都橘大学名誉

教授の田端泰子氏にご講演をいただきました。

＜表彰者・授賞者＞　（順不同。敬称略）
～山科区制40周年記念市長特別表彰～
河村　政次

～山科区制40周年記念市長表彰（14名）～
市川　正三　　大川原康夫　　太田八十一　　片岡　滋夫　　川中　長治

草野　政子　　佐藤　英子　　澤田　清一　　白簱　文雄　　中村　悦子

廣田　正子　　深田　雅彦　　松本　淳　　　山口　幸秀

～山科区制40周年記念事業実行委員会委員長及び山科区長連名表彰（26名）～
青木　昭樹　　大芝　竹二　　岡島　脩雄　　川井　均　　　北村　秀明

小泉　健二　　幸田　光雄　　小林すみ代　　佐伯　久子　　佐治　俊彦

進藤　靜治　　住友　正歳　　竹之内　實　　田中　長一　　中川　富夫

12
月
１
日
は

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

〈
区
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
の
ご
案
内
〉

●
検
査
日
／
毎
週
金
曜
日 

午
前
９
時

～
11
時　

※
同
日
、希
望
者
に
は
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
、梅

毒
、淋
菌
の
検
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
費
用
／
無
料

●
そ
の
他
／
検
査
は
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
検
査
結
果
は
２
週
間
後
に
お
渡
し
し
ま

す
。
検
査
日
に
お
伝
え
す
る
指
定
の
日
時
に

必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
保
健
セ
ン

タ
ー
成
人
保
健
・

医
療
担
当

（
☎
592-

３
４
７
７
）

山科区制40周年記念式典

京
都
市
自
治
記
念
式
典

区
内
57
名・74
団
体
に
表
彰・感
謝
状
を
授
与

　

自
治
記
念
日
の
10
月
15

日
、
京
都
市
自
治
記
念
式
典

が
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
政
協
力
委

員
と
し
て
、
市
政
の
円
滑
な

運
営
に
協
力
さ
れ
て
い
る
皆

様
や
、
山
科
区
制
40
周
年
記

念
事
業
の
実
施
に
ご
協
力
い

た
だ
く
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
未
来
の
京
都
の
実
現
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
個
人
や
団
体

な
ど
に
対
し
、
門
川
市
長
か

ら
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

（
☎
592-

３
０
８
８
）

　

９
月
18
日
、山
科
区
制
40

周
年
と
山
科
区
体
育
振
興

会
連
合
会
創
立
40
周
年
を

記
念
す
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
区

内
各
学
区
か
ら
約
500
名
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

競
技
を
通
じ
て
、
学
区
を
超

え
た
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
主
な
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

“
京
都
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
”

山
科
区
民
リ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

優　

勝　

陵
ヶ
岡
体
振

チ
ー
ム（
２
分
24
秒
98
）

準
優
勝　

百
々
Ａ　
　
〃

（
２
分
29
秒
55
）　　
　
　

三　

位　

山　

階　
　
〃

（
２
分
35
秒
86
）　　
　
　

“
京
都
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
”

山
科
区
民
玉
入
れ
大
会

優　

勝　

山
階
南
体
振

チ
ー
ム（
合
計
124
個
）

準
優
勝　

百　

　々
　
〃

（
合
計
108
個
）

三　

位　

大　

宅　
　
〃

（
合
計
107
個
）

山
科
区
体
育
振
興
会
連
合
会

創
立
40
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ
大
会

山
科
区
体
育
振
興
会
連

合
会
創
立
40
周
年
記
念

事
業

平
成
28
年
度
山
科
区
民

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

山
科
区
制
40
周
年
記
念
事
業

山
科
区
制
40
周
年
記
念
事
業

区
民
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス　

９
月
11
日
、
山
科
地
域
体
育
館

で
山
科
区
民
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
激
し
い
ラ
リ
ー

の
応
酬
に
よ
る
接
戦
の
末
、
昨
年

度
、
京
都
市
の
頂
点
に
輝
い
た
山

階
南
チ
ー
ム
が
２
年
連
続
11
度

目
と
な
る
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
11
月
20
日
（
日
）
に

開
催
さ
れ
る
京
都
市
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会
に
山
科
区
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

優　

勝　

山
階
南
体
振
チ
ー
ム

準
優
勝　

百　

　々
　
〃　

三　

位　

鏡　

山　
　
〃　

三　

位　

勧　

修　
　
〃　

山階南チームが
２年連続11回目
の優勝!！

学
区
対
抗
小
学
生
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会

１
位　

勧　

修
学
区
チ
ー
ム

２
位　

百　

　々
　
〃　

３
位　

山
階
南　
　
〃　

３
位　

小　

野　
　
〃　

中嶋　惠二　　中村　悦子　　中村　良章　　野﨑　アキ　　長谷川秀夫

原島　源一　　針口　恵治　　町塚　昭　　　松下　勇　　　松本　淳　

柳生　昌保

～やましな未来賞（６名・13団体）～
稲波　里紗　　小野　泰和　　清水　柚華　　豊山　就介　　濱崎　優友

福井梨香子

勧修小タグラグビー部　陵ヶ岡バレーボールスポーツ少年団

DoDoフェニックス　　　一燈園中学校少林寺拳法部

山科こども歌舞伎塾　　勧修中学校吹奏楽部　　花山中学校吹奏楽部　

音羽中学校吹奏楽部　　大宅中学校吹奏楽部　　安祥寺中学校美術部

山階小学校　　安朱小学校　　

西野小学校

～やましな栄誉賞特別賞～
竹之内　實

第44回
み
ん
な
で「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

き

連載

ず
な

無
料
学
習
塾「
獅
子
の
子
学
館
」

（
山
科
“
き
ず
な
”支
援
事
業
補
助
金
交
付
事
業
）

　

大
塚
小
学
校
か
ら
ほ
ど
近
い
住
宅
街
。
そ

の
一
角
の
民
家
で
無
料
学
習
塾
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
開
催
し
て
い
る
和
田
さ
ん
は
以
前
山

科
の
小
学
校
で
教
え
た
こ
と
も
あ
る
元
先
生

で
、
一
昨
年
の
７
月
か
ら
自
宅
を
開
放
し
て
こ

の
塾
を
始
め
ま
し
た
。

　

和
田
さ
ん
は
３
年
前
に
退
職
し
、
現
在
は

総
合
育
成
支
援
員
と
い
う
形
で
小
学
校
に
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
教
員
生
活
の
中

で
、
親
が
忙
し
く
て
子
ど
も
の
勉
強
を
見
て
あ

げ
ら
れ
な
い
家
庭
、
学
習
塾
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
家
庭
、
不
登
校
の
子
ど
も
を
抱
え
て

い
る
家
庭
な
ど
を
見
て
き
て
、
地
域
で
の
支
援

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

退
職
を
機
に
自
分
で
支
援
を
実
践
し
よ
う
と
、

無
料
学
習
塾
を
立
ち
上
げ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

開
催
は
週
に
３
日
。
午
後
４
時
過
ぎ
く
ら

い
に
な
る
と
徐
々
に
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て

き
ま
す
。
取
材
に
伺
っ
た
日
は
、
大
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
２
人
来
て
い
て
、
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
っ
て
、
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
杉
山
さ
ん
は
京
都
橘
大

学
の
２
回
生
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験

す
る
大
学
の
授
業
が
き
っ
か
け
で
、
昨
年
12
月

か
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。

「
教
員
志
望

な
の
で
、
子

ど
も
た
ち
と

ふ
れ
あ
え
る

貴
重
な
機
会

で
す
。」
と
の

こ
と
。

　

も
う
一
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
京
都
橘
大
学
３
回
生
の
前

多
さ
ん
は
、
参
加
し
始
め
て
ま
だ
２
週
間
。
や

は
り
教
員
志
望
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
と
向
か

い
合
う
の
は
実
習
だ
け
な
の
で
、
よ
り
多
く
の

子
ど
も
と
接
す
る
た
め
に
参
加
し
て
い
ま
す
。」

と
い
う
こ
と
で
す
。
実
際
に
接
し
て
み
て
、
子

ど
も
た
ち
の
パ
ワ
フ
ル
さ
を
実
感
し
た
そ
う

で
す
。

　

参
加
す
る
子
ど
も
は
、
毎
回
約
10
名
前
後
。

中
に
は
不
登
校
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
学
習
塾
に

は
来
て
い
る
子
も
い
る
そ
う
で
す
。
和
田
さ

ん
は
「
気
楽
な
と
こ
ろ
が
い
い
の
か
な
。
来
る
、

来
な
い
は
本
人
次
第
だ
か
ら
ね
。
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
各
自
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
勉
強
で
き
る

よ
う
に
、
和
田
さ
ん
と
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
手
伝
い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
は
、
獅
子
の
子
学
館
に
参
加
し

て
、
学
校
の
授
業
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
だ
、と
の
声
を
も
ら
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

運
営
上
の
悩
み
は
、
協
力
し
て
く
れ
る
大
学

生
が
ま
だ
少
な
く
、
日
に
よ
っ
て
は
大
学
生
が

い
な
い
時
が
あ
る
と
の
こ
と
。
協
力
者
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

和
田
さ
ん
は
、
塾
に
来
た
時
の
あ
い
さ
つ
、

玄
関
で
ク
ツ
を
揃
え
る
こ
と
な
ど
も
指
導
さ

れ
、
学
習
だ
け
で
な
く
生
活
す
る
う
え
で
の
基

本
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
学
力
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、生
活
の
基
礎
も
含
め
て
学
ぶ
、

そ
ん
な
「
獅
子
の
子
」
を
育
て
る
取
り
組
み
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
京
都
市

ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
佐
藤
友
一
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
総
務
・
防
災
担
当

（
☎
592-

３
０
６
６
）

獅
子
の
子
学
館　
　
　
　

（
☎
594-

６
５
９
９
）

●問い合わせ先／区総務・防災担当

（☎592-3066）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
（
☎
592-

３
０
８
８
）

京都市HIVマスコット
「あかりん」

再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。
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